
許
。
ヒ
タ
ホ
ウ
モ
ン
秘
事
法
門
蓮
如
が
文
明
五
年

十
ご
用
十
九
日
附
を
以
て
、
江
沼
郡
荻
生
・
爾
聞
の

同
行
中
に
奥
へ
た
帖
外
御
文
に
、
『
抑
前
住
ハ
存
如
〉
在

凶
の
時
の
教
化
に
よ
っ
て
、
ま
づ
荻
生
・
韻
田
の
面

面
は
、
務
事
を
も
て
本
と
せ
る
心
は
う
せ
た
り
と
い

へ
ど
も
い
ま
だ
笛
流
の
提
貨
の
法
義
に
は
も
と
づ
か

ざ
る
や
う
に
見
え
た
り
。
』
と
あ
る
。
秘
事
と
帯
す
る

は
提
出
訴
の
邪
道
で
、
十
幼
務
事
も
不
奔
秘
事
も
あ
る

が
、
こ
L
に
爾
ふ
節
は
即
ち
後
者
で
、
越
前
の
大
町

如
遭
等
が
唱
道
し
た
『
執
二
念
-
鴎
v
僻
入

--E定
燕
刊

則
自
己
是
倒
。
不
v
須
民
別
葬
=
悌
像
ぺ
而
偶
合
v
撃
。

則
自
奔
-
-
巴
胸
-
也
。
』
と
す
る
秘
事
法
門
の
一
涯
を
さ

す
の
で
あ
る
。
初
め
本
願
寺
三
代
提
如
の
そ
の
子
存

鍵
と
共
に
越
前
に
来
た
時
、
具
に
如
道
に
総
し
て
回

心
筋
正
せ
し
め
た
が
、
他
日
ま
た
も
と
の
邪
義
に
復

し
た
と
い
ふ
か
ら
、
此
の
法
夙
て
江
沼
郡
民
の
信
奉

す
る
所
と
な
り
、
而
し
て
存
知
は
之
を
読
破
教
導
す

る
鑓
に
下
凶
し
た
の
で
あ
ら
う
。

ピ
シ
ャ
モ
ン
ダ
キ
昆
沙
門
商
能
奨
郡
新
保
地

内
で
、
部
務
か
ら
一
粁
五
東
南
の
オ
ポ
谷
に
あ
る
。

四
段
に
折
れ
、
高
さ
六

O
米
。

ピ
シ
ユ
・
ワ
キ
ユ
ウ
デ
ン
尾
州
醤
億
一
加
。
前

回
家
の
祖
先
等
の
事
に
闘
し
、
尾
張
愛
知
郡
荒
子
村

の
百
姓
の
ロ
曹
を
集
め
た
も
の
。
森
間
平
次
の
秘
笈

叢
替
に
牧
め
で
あ
る
。

ヒ
シ
ユ
ウ
タ
カ
ヤ
マ
ザ
イ
バ
ン
ザ
ツ
キ
飛
州
高

山
在
番
雑
記
二
加
。
森
田
盛
畠
著
。
元
緑
五
年
高

山
城
主
金
森
出
雲
守
頼
告
が
出
羽
に
縛
封
せ
ら
れ
た

矯
、
前
回
綱
紀
は
幕
府
の
命
に
よ
り
て
、
同
八
年
ま

で
一
年
交
替
に
務
士
を
涯
遣
し
、
藤
城
の
後
六
周
到

取
っ
た
ま
で
の
始
末
を
叙
し
て
あ
る
。

ピ
ジ
ョ
イ
ハ
ザ
カ
美
女
岩
坂

白
山
の
尾
橋
口

包
シ
l
l
包
夕

登
路
に
在
っ
て
健
坂
一
粁
像
、
塗
甚
だ
狭
降
、
宇
、
途

に
女
人
の
紋
に
似
た
大
石
が
あ
る
。
そ
の
上
は
千
翠
ヶ

鼻
一
名
馬
の
背
越
で
あ
る
。
美
女
器
坂
は
一
に
美
女

石
坂
と
も
書
き
、
叉
略
し
て
美
女
坂
と
も
い
ふ
。

ピ
ジ
ヨ
ウ
ザ
ン
眉
丈
山
鹿
島
郡
か
ら
羽
咋
郡

に
亙
る
邑
知
潟
の
西
北
に
漣
り
、
一
に
周
影
山
・
美

女
山
・
闘
用
峰
と
も
い
ひ
、
里
人
は
周
山
と
も
莱
物

棒
と
も
窮
す
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
後
の
山
を
美
女

山
と
云
ひ
て
、
千
絡
の
潟
を
見
お
ろ
し
、
向
う
の
山

山
を
見
渡
し
絶
景
荒
極
な
れ
ば
、
美
女
山
と
去
ふ
。
』

と
あ
り
、
文
化
の
郡
方
醤
上
に
は
、
『
柳
凶
村
領
山
よ

り
末
坂
村
登
迄
の
後
山
を
眉
丈
山
と
唱
市
候
。
或
は

金
丸
村
よ
り
上
棚
村
へ
越
候
所
を
周
丈
山
と
申
と
い

へ
ど
も
、
左
に
は
保
之
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
山
塊
は

最
高
徳
丸
の
北
に
於
い
て
一
八
八
米
。
会
長
一
五
粁

に
亙
る
も
の
で
、
片
腕
岩
か
ら
成
り
、
そ
の
東
南
腹

は
断
層
を
な
し
、
邑
知
潟
地
溝
諦
に
向
か
ひ
急
斜
す

る
。
ヒ
ジ
リ
カ
ハ
聖
川
羽
咋
郡
邑
知
院
内
志
雄
庄

に
臨
す
る
部
落
。

ヒ
ジ
リ
カ
ハ
聖
川
羽
咋
郡
嬰
川
領
笠
懸
谷
・
長

谷
守
谷
及
び
大
卒
谷
の
=
一
+
厨
か
ら
流
出
し
、
子
浦
領

で
子
浦
川
に
落
合
ふ
。
琉
程
六
粁
許
。

ヒ
シ
ワ
キ
箆
脇
能
管
邑
知
潟
の
東
北
に
滋
し
、

酒
井
川
の
下
流
一
帯
の
地
で
、
越
脅
賀
コ
一
州
志
に
は

愛
脇
滋
と
し
て
ゐ
る
。
三
州
奇
談
菱
脇
の

E
鰻
の
僚

に
、
『
今
蔀
を
出
で
子
浦
・
杉
の
屋
・
飯
の
山
な
と
領

〈
。
左
に
大
湖
を
見
る
、
是
羽
咋
の
海
な
り
。
此
江

の
上
慌
を
袈
脇
の
汀
と
い
ふ
。
愛
脇
の
名
は
平
家
物

鰐
に
も
見
ゆ
。
則
羽
喰
の
擦
の
北
表
に
し
て
、
大
町
・

金
丸
と
い
ふ
村
に
接
し
、
・
千
路
の
人
家
を
西
に
見

る
。
』
と
あ
る
。

ヒ
シ
ワ
キ
ノ
タ
タ
カ
ヒ

選
脇
の
鞍
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七
尾
域
に
在
っ
た
祖
弁
景
隆
は
、
五
周
五
日
金
丸
に

居
た
八
代
肥
後
・
八
代
越
市
等
を
婆
脇
に
出
し
て
、
調

水
の
畏
漣
穏
に
職
を
挑
ま
し
め
、
連
穏
乃
ち
之
に
隠

じ
た
が
亙
に
勝
敗
が
な
か
っ
た
。
六
周
九
日
肥
後
等

叉
長
民
の
本
郷
幡
一
を
陥
れ
ん
と
擬
し
、
一
際
は
鼠
子

を
終
て
陸
蜂
よ
b
-
一
際
は
金
丸
よ
り
湖
上
に
浮
ん

で
盤
強
し
た
。
述
関
図
っ
て
菱
脇
に
出
で
L
之
を
滋

醸
し
、
肥
後
・
越
中
・
古
浦
屋
新
助
以
下
百
五
十
人
を

研
り
、
迫
撃
し
て
仰
性
寺
績
を
略
し
、
更
に
東
馬
場
・

小
竹
爾
慣
に
迫
っ
て
守
将
山
礎
監
物
・
成
田
武
安
を

走
ら
し
め
、
鈴
木
凶
幡
の
践
を
容
れ
て
、
金
丸
よ
り

湖
水
の
北
遜
を
迂
回
し
爾
水
に
鼠
陣
せ
ん
と
し
た
。

時
民
七
尾
城
の
温
弁
崇
隆
は
、
菱
脇
の
敗
れ
、
金
丸

亦
勉
急
な
る
を
聞
き
、
弟
三
宅
長
盛
を
し
て
ご
宮
に

出
漉
せ
し
め
た
が
、
金
丸
が
阪
に
陥
ち
た
後
で
あ
っ

た
か
ら
、
直
に
長
民
の
鉢
伏
山
積
を
襲
は
し
め
た
の

で
、
図
幡
は
自
ら
火
を
放
っ
て
之
を
焚
き
、
長
盛
は

手
を
空
し
く
し
て
七
隠
に
入
っ
た
。
因
幡
乃
ち
飯
山

に
去
っ
て
辿
筒
を
迎
へ
、
深
覧
相
携
へ
て
繭
水
に
蹄

っ
た
。
慨
に
袈
脇
の
職
と
い
ふ
も
の
は
是
で
あ
る
。

ヒ
シ
ワ
ケ
婆
分
別
羽
咋
郡
白
知
院
内
局
長
保
に

鴎
す
る
部
帯
。
寛
文
年
間
本
江
村
な
る
北
野
宇
兵
衛

が
、
期
替
新
村
地
先
な
る
・
捕
の
讃
に
屑
を
移
し
て
邑

知
潟
を
開
拓
し
た
が
、
天
保
十
四
年
に
去
っ
て
初
め

て
袈
分
の
村
名
を
奥
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ス
ミ
目
角
見
源
平
時
間
表
記
欝
永
ご
年
五
周

の
僚
に
、
『
日
角
見
・
室
尾
・
背
崎
云
々
ま
で
つ
ど
き
た

り
。
』
と
あ
る
。
今
澗
柏
部
に
内
日
角
材
・
外
日
角
村

が
あ
る
。

ヒ
ズ
ヱ
目
末
能
美
郡
柴
様
郷
に
鴎
ず
る
部
帯
。

今
江
・
柴
山
の
こ
湖
聞
に
挟
ま
れ
る
。
老
の
遺
種
に
、

『
金
棒
に
て
日
末
・
浮
柳
遜
の
芝
茸
・
松
露
の
類
を
貨

奨
ず
。
皮
滞
〈
和
ら
か
な
る
故
也
。
』
と
担
ず
る
。

ヒ
セ
キ
シ
ユ
ウ
秘
籍
集
一
冊
。
白
山
始
時
前

世
披
替
の
第
四
締
と
し
て
活
版
に
附
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
闘
貨
に
指
定
せ
ら
れ
て
跨
る
白
山
記
・
白
山
富
斑

巌
講
申
記
録
・
三
宮
古
記
及
び
薙
.
巌
講
申
記
録
用
紙

の
一
面
に
醤
か
れ
て
ゐ
る
白
山
衆
徒
牒
朕
録
の
外
、

白
山
本
宮
前
宇
一
敬
次
第
の
五
種
を
集
め
て
あ
る
。

ピ
ゼ
ン
ギ
ミ
備
前
君
前
回
利
家
の
女
で
宇
喜

多
秀
家
の
室
に
な
っ
た
諜
嫡
を
い
ふ
。

ピ
ゼ
ン
ヤ
ゼ
ン
ザ
Z
号
ン
備
前
屋
善
左
衛
門

大
坂
の
商
人
。
初
め
肥
前
屋
。
老
後
了
味
と
蹴
し
、

明
賂
=
一
年
夜
。
是
よ
り
先
寛
永
十
六
年
子
普
十
郎
は

加
賀
滞
の
穣
宿
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
に
名
を
治
右

衛
門
と
改
め
、
隠
穫
し
て
友
古
と
い
ひ
、
寛
文
入
年

夜
し
、
そ
の
子
治
右
衛
門
了
牧
の
時
、
高
治
ご
年
二

十
人
扶
持
を
賜
は
っ
た
。

ヒ
タ
キ
マ
ツ
リ
火
焚
祭
羽
咋
郡
百
捕
な
る
百

沼
胎
古
制
祉
の
秋
季
祭
に
は
、
前
魁
(
巡
幸
を
終
り
て

還
御
す
る
時
、
境
内
の
雑
木
を
切
郵
ひ
た
る
も
の
を

集
め
て
火
を
焚
き
、
前
興
を
目
か
け
て
之
を
設
ず
る
。

し
か
し
て
跡
輿
火
中
を
抑
制
り
て
進
む
も
、
一
人
の
怪

我
を
出
す
こ
と
が
な
い
。
之
を
火
焚
祭
と
い
ふ
。

ヒ
ダ
ケ
ン
飛
躍
懸
↓
ケ
Y

セ
イ
膝
制
。

ヒ
ダ
コ
干
蛸
乾
し
た
蛸
で
、
能
登
に
も
産
し

た
の
で
あ
る
。
年
不
詳
正
用
十
一
日
附
畠
山
義
制
の

=
一
保
商
家
中
務
槍
少
輔
宛
腕
の
書
紋
に
、
『
干
蛸
一

双
・
背
臨
十
桶
滋
献
候
。
』
と
見
え
る
。
叉
張
り
鹿
げ

て
乾
し
て
あ
る
の
で
張
蛸
と
も
い
ふ
。
安
永
頃
の
能

登
の
海
産
物
を
記
し
た
中
に
、
輪
島
そ
の
他
の
張
蛸

と
あ
る
。

ヒ
ダ
ノ
ア
ザ
ギ
リ
飛
騨
の
朝
鵠
白
山
山
上
に

於
い
て
朝
日
晴
明
、
四
方
清
澄
な
る
も
、
唯
飛
騨
の

方
面
の
み
煙
筒
模
糊
午
時
に
至
っ
て
漸
〈
消
散
す
る

こ
と
が
あ
る
。
土
人
之
を
飛
騨
の
朝
務
と
縛
す
る
。

六
九
九

-

圃

一
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明
泊
四
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